















































































































































































































































































































































































































































































































































○　○　　 ○　○　　 ○ 和
一 一　 一 一　 一 一 一 一
一 一　 一 一　 〇 〇 〇 〇





撰 袋 江　 江 江　 江
集 四 談　 談 談　 談
八・　六　 四 六　 四
●
六　　　●　　　　　　● ●　　　　　●
四五 三　 三 三　 三
四　 三　 二 三　 一













潮 と育 或 進 文 朝 応 伏
生 を海 の然 入 む時 綱 神 義
島　不入　如 ｀　｀　　・　　　 天　⌒
弁 審 ｀　く入 安　 朝 天 皇 懲
才　 と朝　
正唐　楽　　綱　暦　の　氏
天 す綱 さし　寺　 の　六 御 初
｀　 の　るて　に　 二 年 代 め
良　　っ　 直　て　　人　十　に　
て
香　 前　 幹　 ｀　 期 月 百 書





世　 の　 め 衣　 同 楽 士
界　 旬　 て に　 一 天 経
に　　 に　　 自　て　　 の　を　史
の　　 感　　
作　 相　　 も　見　を
詩　　 じ　　 と　規　　 の　る　日
の　　 ｀　　
称　 の　　を　　　 本
下　　 朝　　す　 詩　　文　　　 に
旬　　 綱　　 る　を　　 集　　　 持
を　　 の　　を　吟　　 第　　　 ち
付　　三　　 唐　 ず　　一　　　 来
く　　　公　　入　 る　　　の　　　　る





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－109 －　『古今著聞集』巻第 四（文学第五）につい て
は 安 こ　　　　　 事 た こ　　　　　　 て
れ 楽 の　　　 安　 に る の　　　　　　　 ま 天
給 寺 切 羊 王 楽　 や は 四 不 鴻 生 能　 っ 暦
一 け に こ 太 子 寺 －　 ゜お 韻 ゑ 従 計 支　 る 御　 一
一 る て と 伝 晋 作 一 両 ほ を 回と自 拠　 送 べ 時　 ○
‾ に 直 に 之 之 文 ○ 人 け　｀ 翠 峡 来
汗
泉 き　｀　 九
や 衣 す 早 昇 序　 同 れ と　 ご 詩 飲　 よ 朝
橘　 ゜ の ぐ9 1 ゛ を 源 心 ど も 言 初 是 老 處 し 綱 一 天
直　 人 れ 世 仙 相 相 の も に 伊 成 喋 蕭jk ヽ ・ の 暦
幹　 詠 だ　　　 規 規 程　｀ 克 去 這　 郎 二 勅 文 詩 御
が　　 じ り　　　 が 安　｀
四 ら　　J　　　 特 定 時 を 時
秀　 だ け　　　 書 楽 興 旬 び　　　　　 南 あ に 撰 大
切　 る る 行 後 け 寺 あ 体 だ 摩 猿 家 身 一　り お ば 江
を　　 は を 客 入 る 作 る こ て 囲 過 園 似　 け ほ し 朝
育　　　ゝ　　　ゝ 墜 立 に 文 こ と ま 山 京 忘 謡　　 れ せ め 綱
然　 天 後 丿 三　｀ 序 と な っ 月 陽 却
回1　
づ て 給 菅
上　 神 に 涙 絹　 を な る り 正 ツ 酒 ？　　 ｀　` ふ 原
人　 御 月 於 歿　 書 り に た 蒼 始 為 鬘　　　 文 事 文
偽　　 感 の 脱 腸　　 し　・ よ り 々 断 ぃ 似　　　 集　 時
り　　 の あ 山 嶺　 天　　 り　け　　 嵐 郷 謡　　　 第　 を
て　 あ か 塞 之　 神　 て　り　　　゜　　矛目　　　　　一　　　し
自　　 まI  ？3　　 御　　 ｀V　　○　　　　　　　　　　　　　　詩 て
作　　 り　り　　　　　 感　　 あ 一　　　　　　　　　 え　　 白
と　　 に け　　　　 の　　 り
切　　　　　　　　　 ら　　 氏
称　　 ｀ る　　　　　 事　　 が す　　　　　　　　　　 び　　 文
す　 あ に　　　　　　 た ぐ　　　　　　　　 た　 集






墜 王　　　　　　　　 江 蘇
若 件 泰 子　　　　 四 議 件 従 州
天 旬　 晋　　　　 韻 一゚ 詩 色 慾
神 後
於 之　　　　 体 厭 天
峡 故令 人 現 昇　　　　 ニ ニ 暦 一 龍
9 於 山 仙　　　　 啓 此 御 初 頭
感 泣言 ど　　　　 進 四 時 成 暗
絵 藁 惣 後　　　　 也 苧 ・ ふ ・






窃　 於　　　　　 云 依 巫 雁
見　　 維　　　　　　　 ゜9 陽 歯
乏　jj　　　　　 到W 烏 考
゜　　　月　　　　　　　　　　　　　‾ 平j`
断
有　- ゜　　　　　 旬 進 腸
白万　 ］回　　　　　　 謔 訪 竺
‾　　　　　　　　　　　　　　ニ送白江
人　
伝　　　　　　 レ 第M 嗣 ・南
一　　
之　　　　　　 有 一 南蕭 景


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































此　　 り に　　　　　 大　　　 け 恋
中　 へ 心　 け ぉ 後　　　　 納　　　 り し 邑
納　 る は 州｀る も 三　 夢 井 言 兜 月　9 く 上
言 一 こ 毛 民 と む 条 一 中 五　｀ 率 輪 あ、思 帝 一
顕 三 と 詩 縦 か き 院 三 如i 夢 最 日 る た　｀ 三
基 六 な 云 作 や け ｀ 五 覚 顔 さ 高 本 夜 て か
四
卿　　 り　｀ ニ　 ゜ る 東　　 二 ？ めり 帚 雖 の ま く
は 中　 ゜-.
旦　
に 宮 後 夢 一 て ニ ニ 夢 つ れ 枇
ヽ 納　 孔 晋　　 ・ヽ に 三 中 寝 ぉ 白 貰I に り さ 杷
後 言　 子 啓　 賤 て 条 平 程 ど 墜 曼 御X:^ 大
一 顕　 曰　　　 別 ぉ 院　　　 ろ　　　 製　｀ 給 納
條 基　　 ｀　　　 の は 御　　　 き　　　 を 御 て 言
院 出　 甘 莫　 な し 秀 雖 恩 て 如 温 た か 後 延
と 家　 。  1/　　ご ま 句 レ 言　｀ 今 意 ま た　｀ 光
き 道　 呆 竺、　 り し の 尽 芳 こ 於 清 ひ み 枇 の
め 心　 蓼 多　 を け 事 二 處 れ 匁 涼 け の 杷 夢
か の　 伐 年　　 ゝ る　 生 奏 に 回E 昔 る 色 大 に
し 事　
二 風　　 し 時　 瓦 二 和 ？ 至o を 納 村
給　　　 耶 月　　 ま　｀　　.s. 中 し 卿 誠　　 ｀ 言 上
ズ　　　 伯 遊　 せ 学　 空 芦 た 名　　　 一 延 天
｀　　　 之 一　　 給 士　 驚　 て ‾　　　 生 光 皇
わ　　　 回　　　 て 実　　　　 ま　　　　 ぬ 卿 御
か　　　　　宿　　　　　　`
政　　　　　　　つ　　　　　　　ぎ　｀ 製
く　　　 也　　　 御 朝　　　　 る　　　　 給 あ を
よ　　　1 －　　　 製 臣　　　　9　　　　 は さ 賜
り　　　 と　　　 か 任　　　　　　　　　 ざ ゆ ふ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－125 －　 『古今著聞集』巻第 四（文学第五）について
む
　
す
　
び
今
回
の
研
究
で
わ
か
っ
た
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
の
性
格
を
、
大
き
く
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。
第
一
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
の
関
係
が
は
じ
め
は
著
し
く
認
め
ら
れ
た
が
、
研
究
を
進
め
て
い
く
に
つ
れ
、
予
想
に
反
し
て
、
直
接
関
係
は
ま
ず
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
王
朝
時
代
を
思
慕
し
た
作
者
の
こ
と
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
き
っ
と
作
者
の
意
識
の
上
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
資
料
一
で
類
話
関
係
の
認
め
ら
れ
た
前
の
三
分
の
一
の
部
分
の
『
江
談
抄
』
と
の
関
係
ぱ
、
実
は
出
典
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
序
に
あ
る
「
江
家
都
1　
清
談
之
節
波
」
か
ら
も
う
か
が
え
る
、
作
者
の
編
纂
意
図
と
し
て
貫
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
第
三
に
、
『
十
訓
抄
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
資
料
一
で
類
話
関
係
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
調
べ
て
い
く
と
、
①
説
話
配
列
が
『
十
訓
抄
』
の
そ
れ
に
ま
っ
た
く
そ
っ
て
い
る
こ
と
、
②
作
者
の
編
纂
意
図
の
一
つ
で
あ
る
年
代
順
配
列
が
大
き
く
乱
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
原
著
の
発
想
や
主
題
を
了
解
で
き
な
か
っ
た
後
人
の
手
に
よ
る
抄
入
で
ぱ
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
関
係
が
深
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
だ
け
を
と
っ
て
も
実
は
両
者
の
関
係
は
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
巻
第
四
（
文
学
第
五
）
ぱ
わ
ず
か
三
十
六
章
段
の
巻
だ
が
、
編
纂
意
図
を
貫
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
実
に
『
古
今
著
聞
集
』
全
体
に
通
じ
る
性
格
を
有
し
て
お
り
、
み
る
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
初
興
味
を
持
っ
た
わ
り
に
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
こ
の
部
分
に
も
こ
れ
が
お
そ
ら
く
そ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
説
話
の
中
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
名
句
を
と
り
込
ん
だ
り
、
史
実
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
朝
時
代
へ
の
思
慕
を
表
そ
う
と
す
る
の
は
わ
か
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
作
者
の
気
持
ち
ば
か
り
が
先
に
立
っ
て
－126 －
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
学
篇
で
あ
り
な
が
ら
文
学
篇
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
説
話
と
な
っ
て
い
た
り
し
て
、
「
文
学
」
と
し
て
の
魅
力
に
少
々
欠
け
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
作
者
の
編
纂
意
図
に
そ
わ
な
い
後
人
の
手
に
よ
る
「
抄
入
」
も
、
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
『
古
今
著
聞
集
』
に
対
し
て
、
従
来
の
説
話
文
学
作
品
の
見
方
か
ら
一
歩
進
ん
だ
も
の
が
解
明
さ
れ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
潜
ん
で
い
る
多
く
の
魅
力
も
き
っ
と
理
解
さ
れ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
パ
1
W
八
2
W
八3
W
八4
W
八5
W
八6
W
八
7
W ・
八
8
W
八
9
W
へ
10
口
ハ
U
W
△
注
∇
永
積
安
明
氏
も
『
古
今
著
聞
集
』
　（
日
本
古
典
文
学
大
系
8
4
　
岩
波
書
店
『
古
今
著
聞
集
　
上
』
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
第
五
十
九
回
）
新
潮
社
る
。『
古
今
著
聞
集
　
上
』
p
1
9
2頭
注
。
『
古
今
著
聞
集
』
補
注
よ
り
。
『
古
今
著
聞
集
』
及
び
「
古
今
著
聞
集
の
本
文
批
評
」
に
よ
っ
た
。
『
古
今
著
聞
集
』
補
注
p
5
6
3で
永
積
氏
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
。
『
古
今
著
聞
集
　
上
』
p
4
8
7よ
り
。
『
古
今
著
聞
集
　
上
』
p
掴
よ
り
。
『
古
今
著
聞
集
』
解
説
p
3
5
よ
り
。
『
古
今
著
聞
集
』
解
説
p
3
1
に
よ
る
。
昭
和
4
1
）
昭
和
5
8
）
『
古
今
著
聞
集
』
解
説
p
3
2
及
び
「
古
今
著
聞
集
の
本
文
批
評
」
に
よ
っ
た
。
の
解
説
他
で
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
。
p
5
0
1
の
「
巻
第
三
」
に
関
連
し
た
論
述
の
と
こ
ろ
に
よ
